
※について記載して提出願います

〇プレキャスト擁壁設置　歩掛見積項目

NO. 名称 規格 単位 単価 備考

1 プレキャスト擁壁設置 5000×2000 (標準) 基 ※

2 プレキャスト擁壁設置 6000×2000 (標準) 基 ※

3 プレキャスト擁壁設置 5771/5844×2000 H=6000 天端勾配ｶｯﾄ 基 ※

4 プレキャスト擁壁底盤設置 5500×2000 (標準) 基 ※

5 プレキャスト擁壁底盤設置 6000×2000 (標準) 基 ※

6 プレキャスト擁壁底盤設置 5771/5844×2000 H=6000 天端勾配ｶｯﾄ 基 ※

※ 【別紙-1】の記載例程度の構成で作成してください。

〇ガードレール基礎設置　歩掛見積項目

NO. 名称 規格 単位 単価 備考

1 ガードレール基礎設置 450×400×2000 基 ※ 参考図-2,3 参照

※ 【別紙-2 】の記載例程度の構成で作成してください。

〇門扉設置　歩掛見積項目

NO. 名称 規格 単位 単価 備考

1 門扉設置 H=1.8m 基 ※ 参考図-2,4参照

※ 【別紙-3】の記載例程度の構成で作成してください。

〇エンドキャップ設置　歩掛見積項目

NO. 名称 規格 単位 単価 備考

1 エンドキャップ設置 高密度ポリエチレン管φ1,000 箇所 ※ 参考図-3,1参照

※ 【別紙-4】の記載例程度の構成で作成してください。

参考図-2,1
参考図-2,2　参照



※について記載して提出願います

〇鋼製組立網　孔加工費　施工単価見積項目

NO. 名称 規格 単位 単価 備考

1 鋼製組立網　孔加工費 φ2,450 枚 ※ 参考図-5，1参照

2 鋼製組立網　孔加工費 φ2,100 枚 ※ 参考図-5，2参照

3 鋼製組立網　孔加工費 φ2,250 枚 ※ 参考図-5，3参照

１） 鋼製組立網　孔加工にかかる1枚当りの施工単価を記載してください。

２） 見積り条件

・ 材料費は含まないでください

・ 夜間作業（20時～6時）は含みません

・ 鋼製組立網は、ユニットロック（主筋φ16mm、線径8mm、網目13cm）を使用するものとします。

・ 直接工事費としてください。



■ プレキャスト擁壁設置 5500×2000 (標準)

（1基当たり）

■ プレキャスト擁壁設置 6000×2000 (標準)

（1基当たり）

■ プレキャスト擁壁設置 5771/5844×2000 H=6000 天端勾配ｶｯﾄ

（1基当たり）

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

ラフテレーンクレーン賃料 ［油圧伸縮ジブ型］　35t吊り 時間 ※

普通作業員 人 ※

ﾌﾞﾛｯｸ工 人 ※

摘 要 諸雑費

土木一般世話役 人 ※

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

ラフテレーンクレーン賃料 ［油圧伸縮ジブ型］　35t吊り 時間 ※

普通作業員 人 ※

ﾌﾞﾛｯｸ工 人 ※

摘 要 諸雑費

土木一般世話役 人 ※

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

ラフテレーンクレーン賃料 ［油圧伸縮ジブ型］　35t吊り 時間 ※

普通作業員 人 ※

ﾌﾞﾛｯｸ工 人 ※

土木一般世話役 人 ※

【別紙－1】見積書の様式〈例〉

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要 諸雑費

-　7　-



■ プレキャスト擁壁底盤設置 5500×2000 (標準)

（1基当たり）

■ プレキャスト擁壁底盤設置 6000×2000 (標準)

（1基当たり）

■ プレキャスト擁壁底盤設置 5771/5844×2000 H=6000 天端勾配ｶｯﾄ

（1基当たり）

１） ダム周辺の取付道路に埋設するプレキャスト擁壁及びプレキャスト擁壁底盤の設置費です。

詳細は参考図-2,1、参考図-2,2を参照して下さい。

２） 機械経費、労務費及び材料費等、必要なすべての費用を含むものとします。

ただし、プレキャスト擁壁の材料費は別途計上するものとし、見積対象外とします。

３） 夜間作業（20時～6時）は含まないでください。

４） 諸雑費は、設置に必要な工具等の費用であり、労務費合計額に対する率を記載してください。

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

グラウト材 12.4袋×15.0ｋｇ/袋 kg ※

普通作業員 人 ※

特殊作業員 人 ※

摘 要 諸雑費

土木一般世話役 人 ※

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

グラウト材 12.4袋×15.0ｋｇ/袋 kg ※

普通作業員 人 ※

特殊作業員 人 ※

摘 要 諸雑費

土木一般世話役 人 ※

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

グラウト材 12.4袋×15.0ｋｇ/袋 kg ※

普通作業員 人 ※

特殊作業員 人 ※

摘 要 諸雑費

土木一般世話役 人 ※

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額

-　8　-



■ ガードレール基礎設置 450×400×2000

（1基当たり）

１） ダム周辺の取付道路に埋設するガードレール基礎の設置費です。

詳細は参考図-2,1、参考図-2,3を参照して下さい。

２） 機械経費、労務費及び材料費等、必要なすべての費用を含むものとします。

ただし、ガードレール基礎及び基礎砕石の材料費は別途計上するものとし、見積対象外とします。

３） 夜間作業（20時～6時）は含まないでください。

４） 諸雑費は、設置に必要な工具等の費用であり、労務費合計額に対する率を記載してください。

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

トラッククレーン賃料 4.8～4.9t吊り 時間 ※

ﾌﾞﾛｯｸ工 人 ※

普通作業員 人 ※

土木一般世話役 人 ※

【別紙－2】見積書の様式〈例〉

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要 諸雑費

-　9　-



■ 門扉設置費 H=1.8m 

（1基当たり）

１） ダム周辺の取付道路に埋設するガードレール基礎の設置費です。

詳細は参考図-2,1、参考図-2,4を参照して下さい。

２） 機械経費、労務費及び材料費等、必要なすべての費用を含むものとします。

３） 夜間作業（20時～6時）は含まないでください。

４） 諸雑費は、設置に必要な工具等の費用であり、労務費合計額に対する率を記載してください。

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

※

特殊作業員 人 ※

普通作業員 人 ※

土木一般世話役 人 ※

【別紙－3】見積書の様式〈例〉

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要 諸雑費

-　10　-



■ エンドキャップ設置 高密度ポリエチレン管φ1,000

（1箇所当たり）

１） エンドキャップ設置にかかる1箇所当りの労務構成を記載してください。

上表に明示している構成は機構が想定しているものであり、貴社の仕様に変更して頂いても構いません。詳細は、別添　参考図－１を参照してください。

２） 見積り条件

・ 本歩掛りには、高密度ポリエチレン管φ1,000のエンドキャップ設置、運搬距離100m程度の現場内小運搬等、その施工に必要な全ての機械・労務・材料費を含むものとします。

ただし、エンドキャップ（φ1,000）の材料費は別途計上するものとし、見積り対象外とします。

・ 諸雑費は、設置に必要な工具等の費用であり、労務費合計額に対する率を記載してください。

諸雑費 ％ ※ ○％（労務費合計額に対して）

※

諸雑費

人 ※

普通作業員 人 ※

【別紙－4】見積書の様式〈例〉

名 称 規 格 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

土木一般世話役

-　11　-
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1号横断函渠呑口吐口工詳細図 S=1:100
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2号横断函渠呑口吐口工詳細図 S=1:100
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